
～ベトナムで楽しめるお酒～ 

ベトナム人は大のお酒好き。もち米を原料にした蒸留酒「ネップモイ」をはじめ、多くのローカル銘柄があります。日系酒

造が日本酒や梅酒、焼酎なども作っています。アルコールに対しての宗教上の規制など全くありませんので、お酒を気

軽に楽しめます。 

 

ベトナム旅行のテーマとして、お酒好きな方には是非お勧めしたい「ベトナムでお酒を楽しもう」。 

ベトナムのアルコール類にはどのような銘柄があるのか、また、どこで買えるのかかなどを紹介いたします。 

 

【やっぱりビール】 

2016年 3月 29日、キリン株式会社が昨年末に発表した「2014年 世界主要国のビール消費量」によると、ベトナムのビ

ール消費量は、36億 4000 リットルで世界 11位。アジアでは、中国(1位)、日本(7位)に次ぐ 3位。東南アジアでは 1

位。 

 

 ベトナムはビール消費量の拡大にともない生産量も増加。また、同協会によ

ると、現在ベトナム国内では 129 のビール工場が稼働しています 

。 

このことからも、ベトナム人のビール好きを十分にわかっていただけると思います。 

 

ベトナムでは地域によって料理や気候に合わせた様々な地ビールが造られてい

ます。 

 

左の写真はホーチミン市内のコンビニ（ファミリーマート）の冷蔵庫内のビールコ

ーナーで、専門店でなくてもたくさんのビールが並べられています。 

 

 

 

左写真はベトナム各地を代表する地ビール。写真では全国で

も各地で有名なものをピックアップしていますが、ベトナム南部

だけでも数えきれないほどのブランドが。 

サッポロビールの工場もホーチミン郊外にあり、ベトナム国内だ

けでなくアジア各国へ輸出されています。その他外資系ではハ

イネケン、ベックス、タイガー、フォスター（コストコで売られてい

るフォスターはベトナム製）、カールスバーグ、ツボルグなど、ベト

ナムでの顧客獲得に精を出しています。現在では「クラフトビー

ル」の生産も盛んです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホーチミンで一番有名なビール

は、「333（バー・バー・バ

ー）」。醸造元は国内最大手の

ビールメーカー「サイゴンブルワリー

（Sabeco）」です。数字の

「3」が三つ並んでいるロゴが特

徴で、コンビニや屋台とどこでも

買うことができます。サイゴン社は

他にも「Saigon Lager Beer」

や「Saigon Export」など全国

に発売していますが、南部ホーチ

ミンエリアで最も人気のあるのは

333。日本のビールよりもかなり

薄味で泡立ちと香りがよく、すっ

きりとしたのどごしが特徴。その割

にアルコール度数が高め

（5.3%）なのは、醸造に米が

使われているからだそう。苦みが

少ないので、ビールが苦手な方

も、こちらは飲めるかもしれませ

ん。ベトナムではジョッキに氷を入

れて飲むのが定番です。男性数

人が集まれば、1 ダースは簡単

に空いてしまいます。 

ダナンの地ビール「LARUE

（ラルー）」。フランス領イン

ドシナ時代の 1909年にフ

ランス人 Victor Larue に

より作られました。中部最

大の都市ダナンのシンボル

的ビール。少し酸味のある

口当たりと、すっきりとした喉

越し。もちろんダナンでは 1

番人気です。原料は水、モ

ルト、五穀、ホップ。アルコー

ル度：3.6％とやや低め。

タイガービールに似せて作ら

れた？！と思われがちなト

レードマークですが、実はシ

ンガポールの有名なタイガー

ビールよりもこちらラルービー

ルの方が歴史が長く、東洋

一の歴史をもつビールと言

われています。地元向けは

青ラベル、輸出向けは赤ラ

ベルで分けられ、輸出用は

少しだけアルコールのパーセ

ンテージが高く醸造されてい

ます。最近では「ライム味」

が発売され、缶チューハイの

ような味になっています。 

 

100年以上の歴史を持つ

「国営ハノイビール会社」で造

られている首都 ハノイで最も

有名なビール。ベトナム食品

展覧会で金賞を５回も受賞

している喉ごしスッキリなのにコ

クのある、ビール通にはたまら

なく美味しいと感じるビールと

言われています。アルコール

度数は 4.0％と標準より低

め。まったりと甘い風味があ

り、日本人にも根強いファンが

多いのも特徴です。ハノイで

は地元生ビール「ビアホイ」で

飲むのも主流で、瓶ビールの

半額くらいの値段でビールを

楽しめます。アルコール度数

は 4％前後で瓶のビールと比

べると薄くてコクがないなど多

少味は落ちますが、それでも

この格安プライスで生ビールを

飲むことができるのです。バッ

クパッカーや肉体労働者の喉

を潤します。 

古都フエの地ビール。「BIA 

HUDA（フーダビール）」

国際的なビールの品評会

「ワールド・ビア・チャンピオン

シップ 2013」で、銀メダルを

受賞しました。 この賞は、

米国のビバレッジ・テスティン

グ・インスティテュート

（BTI）社が毎年主催し

ている国際ビール品評会

で、今年は世界の一流ビー

ルメーカー約 600社が参

加し、1699点ものビールが

出品され、「BIA HUDA」

は、この品評会で 100点

満点中 86点を獲得し、

銀メダルを受賞しました。品

評は、「薫り高く、印象的な

色合い。アジア各国の料理

との相性が抜群」とのこと。

一口目は薄く感じられる

が、フエで飲むとこれが格別

な味わい（他の土地で飲

むとその味わいの良さがわか

らない・・・）。 

 



【意外？にもワイン】 

ベトナムでもワインが生産されているのをご存知ですか。ベトナム中部高原「Dalat（ダラット）」産のワインを紹介します。 

ベトナムには 19世紀後半にフランス領インドシナとして植民地化された時期があり、この時期に初めてブドウ栽培が持ち込まれ

ました。ベトナムの熱帯気候は、フランス人統治者がフランス本国で摂取していたワインに使用されているヨーロッパブドウのような

ブドウ品種を育てるには気候が適しておらず、ベトナムのワイン産業はフルーツワインの製造に重きを置くようになりました。20世

紀後半にはオーストラリアのような近い地域のワインメーカーから援助を受けることにより、ベトナム国内でもヨーロッパブドウの開発

に改めて焦点が当てられるようになりました。1995年、オーストラリアのワインメーカーとのジョイントベンチャー企業がカベルネ・ソ

ーヴィニヨンやシャルドネのような国際的なブドウ品種を再導入するため、近年までベトナム戦争で遺された地雷が埋められてい

た地域で栽培を行う大胆な栽培法を開始したのが、今のベトナムワインの始まりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

~ダラット産ワインのおいしい飲み方～ 

 渋みを出すためにマルベリー（桑の実）が入っているダラット産ワインは、苦味

と酸味が強いのが特徴。美味しく飲むためのコツをご紹介いたします。 

①赤ワインは 18～20℃、白ワインは 14℃程度に冷やすのがオススメ。冷や

す時は飲む前に冷蔵庫または氷で冷やすこと。冷凍庫や、冷蔵庫での長期保

存は味が落ちるので要注意。 

②赤ワインは、牛肉、山羊肉、羊肉など「赤い肉」で作られた食べ物に。 

③白ワインは、サラダやシーフードの他、トリ肉、豚肉など「白い肉」で作られた

食べ物に。 

④飲み残したワインは冷蔵庫で保存。48時間以内に飲むのが理想。買って

すぐに飲まない場合は、涼しい場所にボトルを寝かせて保管しましょう。 

～ベトナム人とワイン～ 

最近ベトナム人にも人気のワイン。 

ビールと同じく、ワイングラスに氷を入れてワインを注ぐ・・・これぞベトナム風のワイ

ンの楽しみ方です！また、ベトナム漆で作られたワインホルダーも人気のあるお

土産品です。 

 

 

 

 

～ベトナムワインをベトナム風フレンチと共に～ 



【豊富な種類の地酒】 

ベトナム人は、とにかくお酒をよく飲みます。最初の 1～2杯はビールで乾杯（乾杯するのも最初だけでなく、何回も繰り返しま

す）。その後だんだん強いお酒に切り変えて宴会を楽しみますが、その強いお酒の代表格が「ベトナムウォッカ」。ベトナム戦争時

にハノイに駐在していたソビエト軍事顧問団が飲んでいたことから広まったと言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Lua Moi（ルア モイ）。う

るち米を原料とした、ベトナ

ムを代表するスピリッツで

す。 商品名は、【初穂】を

意味します（゛Lua゛は

『稲』、 ゛Moi゛は『新し

い』）。また、ベトナムのこと

わざで 『貴方は幸せ者だ』

という意味のことを゛co 

nep co te゛と言います

が、これは『もち米もうるち

米も両方持っている』という

のがもとの意味です。 幸福

の象徴であるお米を、大切

に仕込んだこのお酒は、古

来よりベトナム人に 愛され

てきました。旧ソ連時代

は、ウォッカとして輸出した

こともあり、 エスニック料理

はもちろん、西洋料理にも

よく合います。 

Nep Cam（ネップカ

ム）。赤もち米を発酵させ

て醸造されたお酒。一瞬、

セロリや紹興酒のような香

りがしますが、飲むうちに美

味しさが明らかに。エキス

分の豊かな赤い色と、やみ

つきになりそうな香味個性

に富んだ唯一の味わい。

飲んでみて驚くのは、味の

濃さと、29度というアルコ

ール度数を感じさせないサ

ッパリした飲み口。秋の夜

長の読書のお供に。ガラス

製のボトルですが箱入りで

販売されていることが多い

ので、お土産にもお勧めで

す。 

日常用で青ラベルですが、

正月やイベントなどの特別

な時や進物用に、ベトナム

の幸福と健康を意味する

赤を使った赤ラベルがありま

す。ベトナムで主に飲まれ

ているお酒はビールです

が、特に北部のハノイでは

「ウォッカ・ハノイ」が地元の

人々によく飲まれていま

す。レストランや食堂、屋

台など、どこにでも置いてあ

るほどポピュラーで、ショット

で常温でまたは小さなグラ

スに氷を浮かべて飲んだり

します。 「ウォッカ」というと

ロシアから来た一気飲みを

するようなお酒に感じます

が、ベトナムではまるで日

本酒や焼酎のようにちびち

びと飲みます。アルコール度

数は 29.5%と高くないの

で、飲みやすいことも人気

の理由のひとつです。 

Nep Moi（ネップ モ

イ）。ベトナムの古代米

“黄色もち米”を原料とし、

麹にシナモンやフェンネルを

使用香りづけして作られた

スピリッツです。ほのかに甘

く、ナッツやバニラに似た風

味が特徴です。後味はア

ルコールを感じることなく、

ほどよくさっぱりしています。

香辛料の効いたベトナム

料理を食べるときに最適で

す。とても香りがいいので女

性からの人気が高く、ケー

キやチョコレートなどのスイ

ーツのお供としてもよく合い

ます。またグレープフルーツ

やミントの葉などを入れて、

オリジナルカクテルを楽しむ

のもいいですよね。 



【フエフーズ】（SAITA ホールディングス） 

 ベトナム中部・古都フエには、100％日本の会社より出資されたお酒造りを

している会社があります。フエは空気が新鮮で、良質の豊富な水資源に恵ま

れ、日本酒及び焼酎を製造するために適しています。製品はベトナム国内だ

けでなく、世界中の国々特に日本へ輸出されています。また、フエフーズは福

岡で採石事業などを手がける会社のグループ企業で、サイタホールディングス

株式会社会長だった才田善彦さん（故人）が全額出資して 1995年に

設立。本業でベトナムに行ったのがきっかけでした。会社に迷惑をかけないよう

設立は個人投資としたそうです。その後、2010年にサイタの子会社になって

います。 

 主力商品である「越の一（えつのはじめ/ 日本酒）」を掘り下げてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～お米～ 

ベトナムはインディカ米（長い米）。ジ

ャポニカ米（日本の米）とは含まれるデ

ンプンの性質が違いパサパサするなど、

お酒を造るにはハードルが高いそう。そこ

でベトナム全土で何百種類もある米の

中から、お酒を造りやすい性質の米を探

し当てられました。米自体はフエ産では

ありません（フエフーズ界隈は鉄分を含

んだ赤い土壌が多く稲に吸収され、酒

造りには不向きなため）。 

 

～水～ 

 フエの水は軟水。 

 

～酵母～ 

日本から酵母を持ってきた

が、今は現地で造りを重ね

る中で、選抜してきた自社

酵母を使っている。よって、

元々の酵母とはまったく違っ

た性質になっているそう。 

 

～苦労～ 

酒造りは寒い方が良いの

で、冷房のための電気代が

かかる。また瓶は日本から

取り寄せているので、瓶代

が高く付く。ベトナムでは、

瓶の蓋やねじ部分の加工

技術がどうしても日本に劣っ

てしまう。瓶詰めする際に破

損することが多く、高く付い

てもまったくロスが無い日本

産を入れているそう。 

 ～その他フエフーズでは色々なお酒が造られています～ 

 

左から、「帝王（焼酎）」「いも一（いもはじめ/芋焼酎）」「こめ一（米焼酎）」「むぎ一（麦焼酎）」「おうか（焼酎）」「うめ一（梅酒）」そ

の他清酒など多数がフエで製造されています。その他ベトナムでは少数民族のお酒やゲテモノ酒（熊の胆嚢＋ウォッカ、蛇やコブラ酒、蠍酒…）

があり、多種多様なお酒を楽しむことができます。是非ベトナム旅行のご参考にされてください。 


